
異常等あり

 

企業防災だより 福岡市消防局
予防部予防課

● 令和7年6月1日から改正労働安全衛生規則が施行され、熱中症対策の
「体制整備」「手順作成」「関係者への周知」が事業者に義務付けられます。
義務付けられる対象は
「WBGT（気温に加えて、湿度、輻射熱等を総合的に考慮して数値化したもの）28
度以上又は気温31度以上の環境下で連続1時間以上又は1日4時間を超えて実施が見
込まれる作業」ですが、義務の有無にかかわらず熱中症予防に努めましょう！
□就業前の従業員の体調を確認しましょう。
□WBGT数値を測定しましょう。※環境省のホームページで予測値が確認できます。
□適宜、休憩等を取り入れた作業計画を立てましょう。
□熱中症が発生した際の対応マニュアルを作成し、周知徹底しましょう。

職場で、熱中症対策を行いましょう！

（厚生労働省HPから引用）回復後の体調急変等により症状が悪化するケースがあるため、
連絡体制や体調急変時の対応をあらかじめ定めておく。

対応マニュアルの例

熱中症のおそれのある者を発見

作業離脱、身体冷却

意識の異常等

救急隊要請

自力での水分摂取

医療機関への搬送 経過観察

異常等なし

できない できる

「意識の有無」だけで判
断するだけでなく、
①返事がおかしい
②ぼーっとしている
など、普段と様子がおか
しい場合も異常等ありと
して取り扱うことが適当。
判断に迷う場合は、
#7119など専門家の指示
を仰ぐこと。

回復しない、症状悪化

回復 回復
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